
   

平成１９年１１月１９日 

内閣府（防災担当） 

 

「ぼうさいカフェ ｉｎ とくしま」の開催について 
～ おとなから こどもにつなぐ「ぼうさい」 ～ 

 

 

内閣府は、１２月２２日（土）に、徳島県美波町にある道の駅「日和佐（ひわさ）」

で、「ぼうさいカフェ in とくしま」を下記の通り開催します。 
 

 「ぼうさいカフェ」とは、日ごろは防災にあまり関心のない方々も含めて、気軽な

気持ちで災害や防災に関する知識にふれてもらい、できることから行動を起こしても

らうことを目的としたイベント群です。 
 

 「ぼうさいカフェ in とくしま」では、「おとなからこどもにつなぐ『ぼうさい』」

と題して、普段から地域内外の方々の出会いと語らいの場となっている道の駅「日和

佐」の「足湯館」と「物産館」を会場に、徳島県で過去に起きた大災害の被災者に体

験談を話していただいたり、防災に関するゲームや災害に関する紙芝居の上映等を行

います。 
 

内閣府では、これらによって、地域における日頃からの具体的な備えを実践する取

り組みが広がるとともに、今後、「ぼうさいカフェ」開催の情報ヒント集を広く公開

し、同様の取り組みが各地に広がっていくことを期待しています。 
 

記 
 

○ 名 称 ： ぼうさいカフェ in とくしま 

         ～ おとなから こどもにつなぐ「ぼうさい」 ～ 
 

○ 日 時 ： 平成１９年１２月２２日（土） １３：００～１５：３０ 
 

○ 場 所 ： 徳島県美波町 道の駅「日和佐（ひわさ）」足湯館および物産館 

               （徳島県海部郡美波町奥河内字寺前４９３－６） 
 

○ 主 催 ： 内閣府、徳島県、美波町、防災推進協議会 
 

○ 参加者 ： どなたでも参加できます（参加費無料、先着順） 
※ 「足湯館」会場：最大４０名程度、「物産館」会場：最大４０名程度 
※ 会場の定員の都合により、入場できない場合もありえますのでご了承下さい 

 

○ その他 ： 詳細は別紙をご参照下さい。また、「ぼうさいカフェ」の情報は、

ホームページ（http://bousai-cafe.jp/）をご参照ください。 

 

永田クラブ 

国土交通記者会 へ貼り出し 

記者発表資料 
 

 ＜問合せ先＞ 
内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（災害予防担当）付

  参事官補佐 渡部、国民運動推進担当主査 岩間 
電話： 03-3503-9394（直） 



 

○内容及びスケジュール 
平成 19 年 12 月 22 日（土） 

時刻 
（所要
時間） 

足湯館
あしゆかん

 
※矢印は参加者の流れ

物産館
ぶっさんかん

（2 階多目的ホール） 
※矢印は参加者の流れ

13:00 
(20 分) 

オープニングセレモニー「防災みなみ体操」
日和佐（ひわさ）小学校の生徒が考案し
た体操の実演 

 

 

開会（司会者の紹介など） 

 

 

紙芝居「シロのないた海」 
昭和 21（1946）年に発生した昭和南海地
震の津波を題材とした紙芝居の上演 

13:20 
(70 分) 

 

 

 

 むかしの災害の話を聞いてみよう 
昭和 21（1946）年に発生した昭和南海地
震の被災者による体験談 

14:30 
(15 分) 

休憩・移動 

 

ゲーム「ぼうさい駅伝」 
すごろくに似た防災知識啓発ゲー
ムの体験 

 

14:45 
(45 分) 
 
15:30 

 

 

 

 

全体の振り返り（語り合い） 

 

○会場（道の駅日和佐（ひわさ）） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

○開催地（徳島県海部郡美波町）について 
 

・ 会場となる道の駅「日和佐」は、徳島市中心

部から車で約 70 分 

・ 開催地（徳島県美波町）は、面積 140.85km2、

人口 9,000 人の町 

・ 平成 18 年 3 月 31 日合併（日和佐町と由岐

町） 

・ ほとんどが山地であるが、太平洋に面した日

和佐川河口部は市街地となっており、日和佐

港を中心として漁業が発展。 

・ アカウミガメの産卵地で有名。 

 

別紙資料

物産館：多目的ホール（2階） 足湯館：足湯スペース 

道の駅「日和佐（ひわさ）」HP  http://www.skr.mlit.go.jp/road/rstation/station/hiwasab.html 
美波町公式 HP  http://www.town.minami.tokushima.jp/ 








